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夢を見ましょう 

                                                                   校長 矢田 憲和 

明けましておめでとうございます。冬休みも終わり学校に元気な子供たちの声が戻って
きました。新年を迎え、気持ちも新たに張り切っている様子が感じられます。新年と言え
ば「初夢」という言葉が連想されますが、子供たちはどのような夢を見たでしょうか。 

２学期の終業式では全校児童に、パリパラリンピック男子車いすテニスの部で見事金メ

ダルを獲得した小田凱人選手の話をしました。小田選手は子供の頃プロサッカー選手にな
りたい、という夢がありましたが、骨肉腫となり脚の骨の一部を切除しました。そのた
め、歩くことが難しくなり、車いすでの生活を余儀なくされました。しかし、テレビで当
時車いすテニスで活躍していた国枝慎吾選手のプレーを見て憧れをもち、車いすテニスの
道を志すようになったそうです。その後、がんの転移もありましたが、夢があったからこ
そ辛い治療やリハビリを乗り越えて、ついに金メダルを手にしました。 

身近な話では、昨年「日本一おもしろい高校生漫才師」を決めるお笑いコンクール「ハ
イスクールマンザイ 2024 ～Ｈ－１甲子園～」で、高岡市の高校３年生コンビ「１９秒芝
生舐め」が日本全国 849組・1716人の頂点に立ちました。このコンビの一人は私が以前勤
務していた小学校に在籍していました。担任ではありませんでしたが、６年生のときに市
民体育大会や県民体育大会のハードル走で指導に関わっていたのでよく覚えています。新

聞の写真ではすごく大人びていて全く気付きませんでしたが、記事の名前でピンときまし
た。素直にアドバイスを聞き熱心に練習に励む児童で、市体陸上で入賞し、県大会にも出
場しました。記録も順調に伸び、県大会では予選突破と自己ベストを出すことを目標に取
り組みました。当日は予選をクリアし、決勝進出を決め、次の目標を自身初の１３秒台と
しました。忘れられないのは最後のレースに向けてサブグラウンドで練習をしていた時の
ことです。彼が「第１ハードルに足が合いません」というのです。私はどうアドバイスす
るか迷いました。普段の練習ならスタートの足を左右入れ替えて試してみますが、決勝の
最後の１本です。時間もなく勇気のいる判断です。「これまでずっと練習してきたのだか
らそのままで…」と口まで出かかったところで、彼は「足を替えてやってみます」とすぐ
にスターティングブロックを左右入れ替え１、２本調整し決勝に臨みました。祈るような

思いで見守りました。彼の決断は功を奏しました。スムーズに第１ハードルに入り、１３
秒８３で５位入賞を果たしました。自分で目標を定め、努力し、決断してやり遂げるとこ
ろが、今の高校生漫才日本一につながったのでしょう。新聞にはこれからは美術の道に進
もうと考えていること、でも吉本総合芸能学院（ＮＳＣ）にも入ってみたいことが書かれ
ていました。彼がこれからどのように決断し、活躍を見せるのかとても楽しみです。 

さて、今年はへび年です。へびは脱皮をし新たな姿に生まれ変わることから
「新しい挑戦をする」「新しい自分に生まれ変わる」年になると言われるよ
うです。古府っ子も今追いかけている夢に向かってさらに努力を重ねる、新
しい夢に向かって挑戦する年になることを願っています。あと３か月後には
学年も上がります。新しい学年、新しい自分につながる３学期にしてほしい
と思います。K…けんこう O…おもいやり Ｆ…ふるさと Ｕ…ゆめ 

 最後に、とても嬉しいニュースを紹介します。昨年の１２月２４日～２８日にかけて、
兵庫県で行われた全国小学生バドミントン選手権大会に本校６年生の児童が富山県代表と
して出場し、団体戦で優勝、個人戦で準優勝と素晴らしい成績を収めまし
た。今後ますます大きな夢に向かって努力し、活躍されることを心から願っ
ています。おめでとうございます！ 

 
古府っ子の学校生活をほぼ毎日更新しています。各種お知らせも随時掲載しておりますので、ご確認ください。 



◆３学期 元気にスタート！◆  

 新学期が始まり、教室に笑顔と明るい声が戻ってきました。３学期も「みんなげん気になかよ

く」を合言葉に、寒さに負けず健康に頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。 

３学期の生活科の学習「ふゆをたのしもう」では、昔から冬に室内で工夫して遊んできたこまや

竹とんぼ、あやとり、けん玉、お手玉等の昔の遊びに親しむ学習を行います。家にある昔の遊び道

具がありましたら、持たせてください。また、遊び方名人の方がご家族におられましたら、お子さ

んにその技を伝授いただけたらと思っています。学習では、一人一人遊び道具を持ち、いろいろな

遊び方をしながら昔遊び名人を目指します。つきましては、家に遊び道具がない場合は注文の袋を

お渡ししますので、１月２０日（月）までに注文いただきますよう、お願いします。 

  

 

学校からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

＜各学年より＞ 1年生  

 

 

 

 

 

           

 

 ２年生 

 

 

 

 

 

 

          

＜よりよく生活や学習ができる環境づくりを＞ 
 ３学期は、学年のまとめをする大事な学期です。気持ちよく 1 日の生活をスタートし、スムーズに学習

に取りかかることができるよう、毎日の持ち物をお子さんと一緒に確認してください。 

 □筆箱・・・・・・普段の学習に必要のないものは入っていませんか。 

          削った鉛筆５本、赤青鉛筆、ネームペン、白の消しゴム、ミニものさし 

 □ランドセル・・・替えの靴下、ビニル袋、雨がっぱ（１、２年生）等を入れておきましょう。 

 □ハンカチ、ティッシュ 

 □各教科のノート・・・残りページ数が少なくなったら、同じます目のノートを買ってください。 

＜学校での雪遊びについて＞ 
グラウンドに雪が積もる時期になりました。休み時間等に外で雪遊びをする児童もいることでしょう。

雪遊びをするにあたって、安全や体調管理の面から、ご家庭で下記の服装の準備をお願いします。 

帽子（ニット帽等）、手袋、長靴、雪遊び用のスノーウェア上下、替えの靴下、 

ビニル袋（濡れたものを入れる） 

＜チャレンジテストについて＞ 
 １月中旬にチャレンジテストを行います。それぞれの学年で学習した漢字や計算の問題が出ます。繰り

返し学習することで、基礎・基本の学力が定着します。自信をもって取り組めるよう、励ましの声かけを

お願いします。テスト日は、各学年で連絡帳を通じてお伝えします。 

＜１月のベルマーク回収日＞ 
  低学年……１月１４日（火）、１５日（水） 

中学年……１月１５日（水）、１６日（木） 

  高学年……１月１６日（木）、１７日（金） 

◆生活科「わたし たんけん」について◆ 
生活科では、自分が生まれてから今までの成長を振り返る学習を始めます。３学期

の宿題では、以下のような小さい頃（誕生から小学校入学まで）の出来事、ご家族の

思いや願い等をインタビューさせていただきたいと思います。子供たちがわくわくし

ながら「小さいころの自分」を振り返ることができるようご協力お願いします。 

○まだお腹の中にいた頃のこと、その当時の家族の思いや気を付けたこと 

○生まれてきたときのこと   ○名前の由来 

○小さいときに心配したこと（病気やけが等） 

○できるようになって嬉しかったことや楽しかったこと 

〇思い出の写真やものにまつわるエピソード   等 
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４年生  

 

 

 

 

 

 

５・６年生 

 

 

 

 

 

 

            

 

◆彫刻刀について◆ 

 ３学期から図画工作科の時間に彫刻刀を使ってゴム版画に取り組みます。 

彫刻刀と軍手の準備をお願いします。（２学期末に学校で彫刻刀を注文され 

た方は、届き次第お渡しします。）また、彫刻刀の入れ物と彫刻刀１本１本 

に名前を書いておいてください。持ってくる日は、後日連絡帳でお伝えしま 

す。よろしくお願いします。 

 また、鉛筆や消しゴム等、名前のない落とし物がよく届けられます。今一度、持ち物

一つ一つに名前が書いてあるか、確認をしていただきますよう、お願いします。 

◆意外と大事な「丸付けする力」◆ 

高学年に向けて、解いた問題を自分で丸付けをする習慣を付けていきたいと思い、少

しずつではありますが、宿題と一緒に答えも配るようにしています。勉強は「とにかく

終わらせる」のが目標ではなく、「できない問題をできるようにする」のが目標です。

自分で丸付けと解き直しをし、「できなかった問題に気付いたことが成長のチャン

ス！」と捉えられるように、ご家庭でも声かけをお願いします。 

◆彫刻刀について◆ 

 図画工作科の時間に、彫刻刀を使って版画に取り組みます。１月中旬から彫り始めま

すので、彫刻刀と軍手の準備をお願いします。 

 

☆スキー学習について☆ １月２４日（金）７：００集合  １６：００下校予定 
 タカンボースキー場にてスキー学習を行う予定です。スキー板やスキー靴を持参する

人は、必ず事前に試し履きをしてください。 

  

  

 

 

 

 

 

 

積雪状況や感染症拡大状況等により変更が生じる場合もあります。やむを得ず中止と

なった場合は、学校で普通授業を行います。その場合、給食はありませんので、弁当の

準備をお願いします。 

スキー学習の持ち物 

 

 

 

 

詳細は後日配付する「スキー学習のしおり」でご確認ください。 

自分のスキー道具を持参する人は、 

・２２日（水）と２３日（木）にスキーセットを１階図工室前の指定場所に置いて

ください。 

 ・１８時までに、児童玄関から運び入れてください。 

 ・スキー板とストックがバラバラにならないようにし、名前が分かるようにお願いします。 

 ・スキー学習後、スキーセットを置いて帰る場合は、２４日（金）と２７日（月）

の１８時までに持ち帰ってください。（土・日は持ち帰ることができません。） 

 

□スキーウエア □手袋 □帽子（ニットが望ましい。キャップは必ずひもを付ける。） 

□ゴーグル □厚手の靴下 □長ぐつ □ウエアの下に着る物等 □水筒 

□リュックサック（タオル・着替え・ハンカチ・ティッシュ・濡れ物用ビニル袋・常備薬等） 

□スキー板 □ストック □スキー靴 □マスク（バス内で） 

 ※スキー板・ストック・スキー靴は、レンタルすることができます。 


